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１ 教育委員会事務事業の点検・評価 

◇はじめに 

  令和６年３月、西川町は、『ふるさとへの愛と誇りを持ち、未来を拓く人づくり』

を基本目標に据え、「自らの可能性に挑戦し続ける力の育成」、「社会の持続的な発展

に進んで取り組む力の育成」、「町民による次世代の育みとコミュニティの持続・発

展」、「町民にウェルビーイングをもたらす生涯学習・スポーツの好循環」、「安全安

心な学びの環境づくり」を基本方針とする第 2 次西川町教育大綱を策定しました。 

これを受け、西川町教育委員会は令和１３年度までの８年間を計画期間として第

２次西川町教育振興計画を策定し、「西川町の自然と文化」と「デジタル技術の良さ」

の融合を柱に、５つの基本方針のもと 20 の重点施策を体系化し、令和７年度は計

画期間前期２年目として、各種事業を展開してきました。 

   この度、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、令和７年度に実施

した事務事業について点検評価を行い、効率的な教育行政の推進及び町民に説明責

任を果たすため、西川町教育事務評価委員の皆様からの意見をいただき、その結果

を報告書としてまとめました。 

 

 ◇点検評価の方法 

 （１）教育委員会事務局職員による内部評価 

   西川町教育振興基本計画施策展開体系図に基づき、５つの基本方針と 20 の重点

施策毎に、令和７年度に実施した事業の中から評価委員が事業抽出を行い、その成

果と課題、今後の方針について、内部点検評価を実施した。 

（２）西川町教育事務評価委員からの意見 

   客観性を確保するため、西川町教育事務評価委員（外部評価委員）に内部評価の

説明を行った後に、事業内容や今後の方向性等についてご意見をいただいた。 

 （３）報告書作成 

   教育事務評価委員からの意見も入れ込んだ事務事業点検報告書を作成 

 （４）西川町教育委員会での審議 

   事務事業点検報告書について町教育委員会で審議 

 （５）公表 

   町議会への報告及び町民への公表 

 

◇西川町教育事務評価委員 

氏 名 役  職  名  等 

阿部 恵子 西川町スポーツ推進委員 

西谷 輝彦 元小学校教諭、西川町主任児童員 

奥山 貴大 前西川小学校ＰＴＡ会長 
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◇西川町教育事務評価委員会の開催内容 

   第 1 回目：令和 8 年 6 月 24 日 内部評価した内容について説明を行った。 

   第 2 回目：令和 8 年 7 月 14 日 評価委員より意見をいただいた。 

 

２ 教育委員会の活動状況  

 

（１）教育委員会委員 

職名 委員名 就任期間 

教 育 長 前田 雅孝 令和 03 年 04 月 01 日 ～ 令和 09 年 03 月 31 日 

教育委員 阿部 仁 令和 02 年 10 月 01 日 ～ 令和 10 年 09 月 30 日 

教育委員 近松 和朗 平成 24 年 03 月 15 日 ～ 令和 09 年 09 月 30 日 

教育委員 大泉 奈緒子 平成 29 年 10 月 01 日 ～ 令和 11 年 09 月 30 日 

教育委員 髙橋 美保 令和 04 年 12 月 23 日 ～ 令和 08 年 12 月 22 日 

令和 8 年 3 月 31 日現在 

（２）教育委員会の活動 

  ①会議の開催 

開催日 種別 議事 ・ 協議事項 

4 月 22 日 定例 
議第 １号 令和 7 年度西川町学校教育センター職員の任命について 

議第 ２号 西川町社会教育委員の委嘱について 

6 月 02 日 定例 

議第 ３号 西川町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の

制定について 

議第 ４号 西川町教育支援委員会委員の委嘱について 

議第 ５号 西川町事務事業評価委員の委嘱について 

議第 ６号 西川町地域学校協働活動運営委員会委員の委嘱について 

議第 ７号 西川町公民館運営審議会委員の任命について 

議第 ８号 西川町青少年育成推進員の委嘱について 

6 月 18 日 定例 
議事なし 

その他 児童生徒の学力の現状等懸案事項について協議 

7 月 24 日 定例 

議第 ９号 令和６年度西川町教育委員会事務事業点検・評価の報告に

ついて 

議第１０号 区域外就学の承諾について 

8 月 19 日 定例 議第１１号 令和８年度使用教科用図書の採択について 
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開催日 種別 議事 ・ 協議事項 

9 月 24 日 定例 議第１２号 区域外就学の承諾について 

10 月 21 日 定例 
議事なし 

その他 学校運営協議会、子どもの居場所づくり事業について協議 

11 月 20 日 定例 

議事なし 

その他 町民スキー場、小中学生の訪台事業、 

いじめ・長期欠席の状況について協議 

12 月 17 日 定例 議第１３号 令和７年度芸術文化活動表彰者の決定について 

1 月 20 日 定例 
議第１４号 令和８年度西川町立西川小学校及び西川町立西川中学校の

入学予定者について 

2 月 27 日 定例 
議事なし 

その他 今後の日程等について協議 

3 月 06 日 臨時 
議第１５号 令和８年度西川町立小中学校の人事異動内申について 

議第１６号 令和８年度西川町一般会計予算(案)(教育費)について 

3 月 24 日 定例 

議第１７号 令和８年度西川町立小中学校の要保護・準要保護児童生徒

の認定について 

議第１８号 令和８年度西川町立小中学校の学校医、学校歯科医及び学

校薬剤師の委嘱について 

議第１９号 西川町登録文化財の登録について 

議第２０号 西川町立学校屋内運動場使用条例施行規則の一部改正につ

いて 

議第２１号 西川町スクールバス条例施行規則の一部改正について 

議第２２号 西川町社会体育施設使用条例施行規則の一部改正について 

議第２３号 西川町立西川小学校図書館の一般開放に関する要綱の一部

改正について 

議第２４号 令和８年度西川町教育委員会所属職員の人事異動について 

 

 

③ 学校訪問    

実施日 内     容 場  所 

6 月 02 日 学校経営概要説明・授業参観・教職員との懇談 西川中学校 

6 月 18 日                  〃 西川小学校 
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④その他（行事・研修等） 

実施日 内     容 場  所 

4 月 01 日 教職員着任・辞令伝達式 西川町役場 

7 月 03 日 西村山市町教育委員連絡協議会総会・研修会 大江町 

7 月 10 日 

～11 日 
東北六県市町村教育委員会連合会教育長・教育委員研修会 

福島県浪江町、 

いわき市 

8 月 14 日 二十歳を祝う会 西川交流センター 

12 月 11 日 教育委員・校長教頭合同研修会 西川交流センター 

1 月 17 日 町生涯学習総合表彰式 西川交流センター 

3 月 31 日 退職教職員感謝状贈呈式 西川交流センター 

 

 

３ 教育委員会の活動状況に対する教育事務評価委員の評価・意見  

・定例の会議だけでなく、学校訪問や行事・研修等に積極的に参加し活動しておられ

ることが伺えた。西川町の教育の発展のために今後も引き続き、充実した教育委員

会活動が展開できることに期待したい。 

 

・教育委員会は日頃より様々な活動についてご尽力されていると感じており、心より

感謝申し上げます。今後も、西川町の子ども達の成長のため、教育環境整備に力を

入れて下さるようお願いいたします。 

 

・新しいＡＩ技術の台頭により、社会のしくみが大きく変化する中で人間本来の学び

たい意欲を刺激しながら西川町らしさが感じられる教育や学習・体験活動などを更

に昇華させていただきたい。人口減少に負けないオンリーワンのまちづくり・人づ

くりを期待しております。 

 



別記様式

１　事業名等

款 10

項 1

目 3

２　事業の概要

３　予算額・決算額

４　事業の実施状況

５　事業の評価

■ 適切に対応している

□ 概ね対応できている

□ ほとんど対応できていない

■ 十分に効果が得られている

□ ある程度の効果が得られている

□ 効果があまり得られていない

■ 期待した成果が得られている

□ 概ね期待した成果が得られている

□ 期待した成果があまり得られていない

施策体系 ５．一人一人を大切にする安全安心な学びの環境づくり
（２０）困難を抱える人を支えるセーフティーネットの構築
①困難を支える人をサポートする相談窓口や交流の場の充実

予
算
科
目

教育費

〔第2次西川町教
育振興基本計画〕

教育総務費

教育振興費

事務事業点検・評価調書

事業名 子どもの居場所事業
所管課

・係
まなぶ課

まなぶ係

事業目的

こどもは減少しているが、不登校や特別な配慮が必要なこどもが増加しており、校内や家庭内で困難を抱え
ているケースが多い。コミュニティーが小さく地域の関わりが密であるがゆえに、「家庭のセンシティブな内容
を知られたくない」という閉鎖的な状況も見られる。そのため、全てのこどもが安全で安心して過ごせる多様な
居場所づくりが必要である。

事業内容

〇令和７年７月22日（火）に子どもの居場所に関する対話会を2部制で実施。参加は中高生の部1４名、
　大人の部11名、ファシリテーターとして社会福祉士2名、スタッフ6名の合計３３名参加
〇令和７年8月2日（土）子どもの居場所の周知イベントを実施。パルクール教室＆ランチ会に、小中学生
　と大人を合わせて５３名参加。（かわどい亭よりカレーの提供）
〇ぶなのはルームの整備の第一弾として、あいべ２階のテレワークスペースを共同利用する形でR７より
　学習スペースとして利用の呼びかけをスタート。グループ学習可能な机や椅子・カラフルなソフトベンチ
　衝立、ホワイトボード等も設置し環境整備を行った。
　として、「ぶなのはルーム」の利用を推進することができた。
〇つながり創出活動①ハロウィン縁日（駄菓子・スポーツ・カラオケ）60名②ボードゲーム（西川小ミーティン
　グルームやぶなのはルーム）18名③SSWCと連携した相談・面談業務（児童生徒やその保護者９ケース）
〇中高生ボランティアの育成（中学生4名、高校生5名）中学生企画：ミニ雪旅籠、　高校生企画：英語で
　遊ぼう等を実施することができた。

（単位：千円　千円未満切上げ）

予算額 2,546 決算額 1,262

必
要
性

社会情勢や町民のニーズの
変化に対応しているか

家庭や学校以外の第3の居場所に関心を寄せて
いただき対話会やイベンには、子どもも大人も参
加いただいた。町の既存の団体やサークルとの
連携もできてきている。また、周知イベントは山形
新聞にも取り上げていただくことができた。

備　考

■子どもの居場所対話会：第1部は中高生の声を聴き、第2部では子どもの生の声をもとに大人が本気で考える好機となった。

評価の視点（評価項目） 評価 評価の理由

■つながり創出活動：「元気な時からつながる」を合言葉に、いざ子どもがSOSを出したい時に出せるよう様々な角度から活動
　 を実施することできた。

■子ども居場所周知イベント：子どもはパルクールを楽しみ、大人は活動を見守りつつ子育てに関する茶話会ができ盛況だった。

■中高生ボランティアの育成：サポートする側としても、子どもたちが活躍できる場を提供し、中高生企画を実現することができた。

■ぶなのはルームの整備：日中は不登校の児童との交流の場として、放課後に自学の場として中高生の利用を推進できた。

効
率
性

投入した経費に見合った効
果が得られているか
（費用対効果は適正か）

こども家庭庁の支援事業を活用して、周知イベン
トの講師を招聘したり、器材を借用したりすること
もできた。また、備品として、各種ボードゲームな
ども購入し子どもたちとの活動に活用できた。

有
効
性

期待された成果は得られた
か

ぶなのはルームで中高生が学習している姿も見
られる。また、不登校生徒が「ぶなのはルーム」
を拠点に、調理実習計画を立てたりボードゲーム
をしたりすることができた。また、中高生のボラン
ティア活動の好循環が生まれている。
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６　教育事務評価委員の意見

７　今後の対応等

■ 拡充 □ 継続 □ 縮小 □ 見直し □ 休廃止

今後の対応

第1弾として、あいべに「ぶなのはルーム」を整備したが、西川の広域性を鑑みると、より児童生徒が利用しやすい
場に拠点を拡充していきたいと考えており、第２弾は、歴史文化資料館の一室を（旧川土居小学校の理科室）を、
学習したり活動したりできる場にリニューアルして利用できるように整えていく。西川中からの立地の近さを活かし
たい。

・子どもが1人で抱え込まず、このような居場所で少しでも気持ちを話すことができ、少しでも前向きに取り組むことが
見つかるかもしれない。このような環境を作っておられ、本事業は、高く評価できる。子どもの抱える問題に向き合う
まっすぐな挑戦に、今後も期待します。

・子どもの居場所対話会やぶなのはルームの整備など、どれも重要な事業だと思いました。第２弾の取り組みにも
大いに期待しております。

・それぞれの事業は工夫をしながら継続して欲しい。更には不登校や特別な配慮が必要なこどもたちと保護者向け
にヒヤリングやカウンセリング等を行いニーズに合った居場所づくりになることを望みます。

方　向　性

6



別記様式

１　事業名等

款 10

項 1

目 4

２　事業の概要

３　予算額・決算額

４　事業の実施状況

　

５　事業の評価

□ 適切に対応している

■ 概ね対応できている

□ ほとんど対応できていない

■ 十分に効果が得られている

□ ある程度の効果が得られている

□ 効果があまり得られていない

■ 期待した成果が得られている

□ 概ね期待した成果が得られている

□ 期待した成果があまり得られていない

効
率
性

投入した経費に見合った効
果が得られているか
（費用対効果は適正か）

企業版ふるさと納税を有効に活用した事業であ
り、町の財政負担軽減につながっている。

有
効
性

期待された成果は得られた
か

子ども自らの発案による計画と事業の実施を体験する
ことで、主体的参画意識の芽を育むとともに、将来的に
ふるさとの担い手となっていく実践経験を積むことがで
きた。また、学校としては、本事業を通じて子どもがやり
たいことに主体的に取り組むことは、社会の形成に参
画する基礎を養う上で極めて有効である。

評価の視点（評価項目） 評価 評価の理由

必
要
性

社会情勢や町民のニーズの
変化に対応しているか

子ども達の多様なニーズに柔軟に対応できる事業と
なっている。
また、学校としては、子どもがウェルビーイングを感じる
ためには、自らやりたいことに挑戦し実現していく本事
業のような取り組みが必要である。

■にしかわ保育園：卒園製作　「思い出・好きなもの鉛筆立て」製作
　・保育園での思い出や好きなあそび、好きなことを卒園記念作品として、鉛筆立てを製作した。
■西川小学校：西川小学校スポーツフェスタ（大型トランポリンやボルダリング等、3日間開催）
　・児童会のなかよし委員会が「全校生みんなで楽しめること」を相談し、普段体験することができない器具を活用したイベント実施。
■西川中学校：町の連携協定企業の代表を講師に招聘しての講演会（未来を拓く「職業・生き方講話」）
　・今後の進路選択や将来の生き方の講話や、AI謎解きゲームを題材とした参加型授業を実施。

事業目的
保小中一貫コミュニティスクール「西川学園」の子どもたち自らの発想による計画の具現化を支援し、子どもた
ちの自らの可能性に挑戦し主体的に社会の形成に参画する志と実践力を醸成する。

事業内容
令和６年度にいただいた企業版ふるさと納税を活用し、西川学園を構成するにしかわ保育園、西川小学校、
西川中学校の園児、児童、生徒自らがやりたいことを発案・計画し、実施する事業を支援するもの。

（単位：千円　千円未満切上げ）

備　考

予算額 決算額500 500

事務事業点検・評価調書

事業名 西川を元気にする西川学園子どもチャレンジ事業
所管課

・係

まなぶ課

まなぶ係

施策体系 2　社会の持続的な発展に進んで取り組む力を育成します。
（８）自らの可能性に挑戦し、主体的に社会の形成に参画する志
と実践力の育成
①ふるさとの担い手としての地域課題解決実践力の育成

予
算
科
目

教育費

〔第2次西川町教
育振興基本計画〕

教育総務費

学校教育センター費
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６　教育事務評価委員の意見

７　今後の対応等

□ 拡充 ■ 継続 □ 縮小 □ 見直し □ 休廃止

・子どもたち自らの発想を大事にし、子どもたち自身が計画と実施していくことを支援する取り組みが素晴らしいと感
じます。子どもたちの主体参画意識と実践力が伸びると思います。

・こどもたちが主体的に取り組んでいるので今後も継続して欲しい。

・子どものやりたい、やってみたいの声が、企業版ふるさと納税を活用し、実現している点は素晴らしい。小学校高
学年、中学生には、決めて終わるのではなく、実現までの過程に、少しでも行動できる機会があれば良いのではな
いかと思う。継続できるよう、企業向けの情報発信に力を入れていただきたい。

方　向　性

今後の対応
企業版ふるさと納税を有効に活用した事業であり、子ども達自らの発案・企画・実施を行うことで、主体参画意識及
び実践力の醸成に大きく寄与しているため、事業を継続できるよう、企業に向けたHP等による情報発信を行う。

8



別記様式

１　事業名等

款 2

項 1

目 5

２　事業の概要

３　予算額・決算額

４　事業の実施状況

　

５　事業の評価

■ 適切に対応している

□ 概ね対応できている

□ ほとんど対応できていない

■ 十分に効果が得られている

□ ある程度の効果が得られている

□ 効果があまり得られていない

□ 期待した成果が得られている

■ 概ね期待した成果が得られている

□ 期待した成果があまり得られていない

効
率
性

投入した経費に見合った効
果が得られているか
（費用対効果は適正か）

新たな青少年育成推進員が自ら企画し、事業化
する動きが出てきたことに加え、Color's等との新
たな連携も生まれていること等から、一層の活性
化が図られており、十分に効果が得られていると
言える。

有
効
性

期待された成果は得られた
か

社会教育事業の新たな芽を育むことができたこと
に加え、町内にある団体の横のつながりも創出
できたこと等から、概ね期待した効果が得られて
いると言える。

評価の視点（評価項目） 評価 評価の理由

必
要
性

社会情勢や町民のニーズの
変化に対応しているか

これまで希薄であった高校生とのつながりを創出
するとともに、地域と関わりたいと考えている高
校生たちが、町について真剣に考える場を提供
できたこと等から、適切に対応していると言える。

■青少年育成町民会議 ： 令和7年6月25日開催、委員10名出席
■ボランティアサークル「Color's」の活動 ： イベント等への参加6回
■高校生Social Innovation Contest 2025 ： 令和7年8月8日開催、3チーム7名参加
■二十歳を祝う会 ： 令和7年8月14日開催、対象者39名中30名出席
■子どもの読書活動推進講座 ： 10月26日開催、48名参加

事業目的

青少年の健全な育成を図るため、地域住民や関係団体との連携のもと、体験活動、交流活動及び学習機会
の充実を通じて、豊かな人間性、社会性及び主体性を育み、将来の地域社会を担う人材の育成に資する。

事業内容

青少年の健全な育成につながる事業の具現化、さらには、一層の活性化を図るため、青少年育成町民会議
を適正かつ効果的に運営すること等を通じて、関係団体との連携を図りながら事業を実施するとともに、当該
団体の育成にも取り組む。

（単位：千円　千円未満切上げ）

備　考

予算額 2,125 決算額 1,989

事務事業点検・評価調書

事業名 青少年育成事業
所管課

・係

まなぶ課

生涯学習係

施策体系
４　町民にウェルビーイング（健康で幸福な状態・良好で満足のいく状
態）をもたらす生涯学習・スポーツの好循環に向け環境を整えます。
（１３）生涯を通して学ぶ喜びとコニュミティの持続発展につながる生涯学
習環境の整備
②町の担い手となる青少年育成の取り組みの充実

予
算
科
目

総務費

〔第2次西川町教
育振興基本計画〕

総務管理費

企画費
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６　教育事務評価委員の意見

７　今後の対応等

■ 拡充 □ 継続 □ 縮小 □ 見直し □ 休廃止

・町内の団体や高校生、町外の方と多方面に事業が広がり、活動内容や写真から楽しさや真面目に取り組む姿が
伺え、本事業は高く評価できる。今後もあらゆる機会や場を通し、団体やボランティアサークルとのつながりを深め
ることに期待したい。

・長年の継続事業や比較的新しい事業を含め継続しながら時代に即した形に変えながら継続して欲しい。

・子どもの読書活動推進の取り組みが非常に重要だと感じております。「西川町の子どもたちはどの市町村の子ど
もたちよりも本を手に取って読む」となるように期待を持っております。

方　向　性

今後の対応

令和8年度は、昨年度生まれた横のつながりをさらに広げ、新たに、子どもの居場所作りの支援等にも取り組むこ
とで、社会教育事業のさらなる充実を図ると共に、引き続き、町内の関係団体の育成にも取り組む。
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別記様式

１　事業名等

款 2

項 1

目 5

２　事業の概要

３　予算額・決算額

４　事業の実施状況

　

５　事業の評価

■ 適切に対応している

□ 概ね対応できている

□ ほとんど対応できていない

■ 十分に効果が得られている

□ ある程度の効果が得られている

□ 効果があまり得られていない

□ 期待した成果が得られている

■ 概ね期待した成果が得られている

□ 期待した成果があまり得られていない

効
率
性

投入した経費に見合った効
果が得られているか
（費用対効果は適正か）

文化財の適切な保存管理により、地域の貴重な
文化資産を次世代へ継承するとともに、その活
用を通じて地域文化の振興が図られていること
等から、十分に効果が得られている。

有
効
性

期待された成果は得られた
か

地域の歴史的・文化的資産である文化財を適切
に保存・継承するとともに、特別展等によるその
活用を通じて、町民の地域への誇りと愛着の醸
成を図ることができたこと等から、概ね期待した
効果が得られている。

評価の視点（評価項目） 評価 評価の理由

必
要
性

社会情勢や町民のニーズの
変化に対応しているか

人口減少や高齢化を背景に、文化財的価値のあ
る物を未来へ繋げていく環境をより良く整備する
ため、令和7年度に登録文化財制度を新設したこ
とから、社会情勢に適切に対応している。

■文化財調査委員会 ： 令和7年6月23日・令和8年2月19日開催、両日とも委員4名出席
■文化財の保存・継承 ： 登録文化財制度の新設（登録件数16件）、指定文化財の現況調査（8件）、文化財保護に係る支援制度
の運用（6件）
■文化財の調査・研究 ： 登録文化財の登録に係る調査
■文化財の活用 ： 特別展「西川町の指定文化財」（令和7年5月1日～7月21日、西川町歴史文化資料館にて）の開催

事業目的

貴重な文化財を適切に保存・継承するとともに、その活用を通じて、地域文化の振興及び町民の文化的向上
を図る。

事業内容

文化財の適切な保存・継承のため、文化財調査委員会を適正に運営すること等を通じて、文化財の指定・登
録、現況調査、そして、文化財保護に係る支援等を行う。また、地域文化の振興や町民の文化的向上を図る
ため、文化財の展示や広報活動等を行う。

（単位：千円　千円未満切上げ）

備　考

予算額 414 決算額 390

事務事業点検・評価調書

事業名 文化財保護事業
所管課

・係

まなぶ課

生涯学習係

施策体系 ４　町民にウェルビーイング（健康で幸福な状態・良好で満足のいく状
態）をもたらす生涯学習・スポーツの好循環に向け環境を整えます。
（１５）多様な文化・伝統の継承と発展
②文化財や伝統文化の継承

予
算
科
目

総務費

〔第2次西川町教
育振興基本計画〕

総務管理費

企画費
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６　教育事務評価委員の意見

７　今後の対応等

□ 拡充 ■ 継続 □ 縮小 □ 見直し □ 休廃止

・登録文化財制度の新設により、数ある中から調査・登録に至るまで、多大な労力だったことと思われる。人口減少
や高齢化で、地域や個人で保存管理が困難になりつつあるが、文化財は、地域の歴史や人々の営みを今に伝える
大切なものである。文化財に、子どもから大人まで、興味を持ってもらえるような魅力的な発信を行っていただきた
い。

・文化財の保存・継承についてはなかなか難しいと思っておりますが、改めてその重要性を感じました。やはり地域
住民や関係団体との連携が大切だと思いました。

・大切な財産ですので適切な保存・継承を継続して保護してほしい。加えて人材育成も必要かと思う。

方　向　性

今後の対応

人口減少や担い手不足が進む中、地域住民や関係団体等との連携による保存体制の維持を図るとともに、文化
財の魅力発信や活用機会の創出により、引き続き、地域文化の継承と地域活性化につなげていきたい。
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別記様式

１　事業名等

款 10

項 4

目 3

２　事業の概要

３　予算額・決算額

カヌー関係修繕・運搬用トラック賃借料等、一部7款1項2目（観光費）より支出

４　事業の実施状況

　

５　事業の評価

□ 適切に対応している

■ 概ね対応できている

□ ほとんど対応できていない

□ 十分に効果が得られている

■ ある程度の効果が得られている

□ 効果があまり得られていない

□ 期待した成果が得られている

■ 概ね期待した成果が得られている

□ 期待した成果があまり得られていない

事務事業点検・評価調書

事業名 カヌー普及振興事業
所管課

・係

まなぶ課

まなぶ係

施策体系 ４　町民にウェルビーイング（健康で幸福な状態・良好で満足のいく状態）をもたら
す生涯学習・スポーツの好循環に向け環境を整えます。
（１４）　健康の維持とコミュニティの活性化につながる持続可能な生涯スポーツ環
境の整備
　１　町民による主体的健康づくりの推進

予
算
科
目

教育費

〔第2次西川町教
育振興基本計画〕

社会教育費

社会体育総務費

事業目的
西川町の豊かな自然環境を活かしたカヌー活動を推進するため、子どもたちや競技者が安全かつ継続的に
活動できる環境を整備する。また、カヌーに触れる機会を充実させ、その魅力を体感してもらうことで、生涯ス
ポーツとしての普及及び競技振興を図る。

事業内容
少年少女カヌー教室を継続するとともに、カヌー大会の開催や月山湖カヌー競技場の適切な運営を行い、子
どもたちがカヌーに親しみ、安全に競技・活動できる環境づくりを推進している。

（単位：千円　千円未満切上げ）

必
要
性

社会情勢や町民のニーズの
変化に対応しているか

少年少女カヌー教室の実施や競技環境の整備を
通じて、カヌーに親しむ機会と安全な活動環境を
提供しており、町民ニーズにおおむね対応できて
いる。

効
率
性

投入した経費に見合った効
果が得られているか
（費用対効果は適正か）

カヌーレーンの修繕および撤去に伴う経費が発生した
が、安全な競技環境確保のため必要な対応であった。
カヌー教室や大会開催により、競技普及や活動環境の
充実につながっており、費用対効果は概ね適正であ
る。

有
効
性

期待された成果は得られた
か

カヌー教室の実施や大会開催、競技場の適正な
運営により、カヌー競技の普及・振興につながっ
ていることから、期待された成果は概ね得られて
いる。

予算額 38,259 決算額 37,794

評価の視点（評価項目） 評価 評価の理由

備　考

■教育課程でのカヌー教室　　小学生124名
■少年少女カヌー教室　開催日：４日　延べ144名
■モルドバカップ　エントリー数294名
■全日本学生カヌースプリント選手権開催
■カヌー競技場の維持管理事業：4月レーン設置、7月～11月レーン修繕、11月レーン撤去

13



６　教育事務評価委員の意見

７　今後の対応等

□ 拡充 ■ 継続 □ 縮小 □ 見直し □ 休廃止

今後の対応

カヌー活動の継続的な推進に向け、少年少女カヌー教室の実施や競技場の適切な維持管理を行うとともに、新た
に整備されたカヌーセンターを活動拠点として活用し、大会運営、選手・参加者の利便性向上を図りながら、安全で
継続的な活動環境の確保とカヌー競技の普及・振興につなげる。

・立派なカヌーセンターも完成し、カヌーの普及振興は確実に成果を上げていると思います。ぜひカヌーと共にス
キーの普及発展にもこれまで以上に力を入れていただきたいと思います。

・カヌーセンターができたことにより今まで以上に充実したカヌー普及が推進できていると感じます。今後も色んな事
業展開を期待します。

・西川町の子どもたちが、カヌー教室でカヌーの魅力を体感するだけでなく、カヌーを通して月山湖の大自然に触れ
ることができる、素晴らしい事業だと思われる。今後も継続して本事業に取り組み、多くの人がカヌーに触れる機会
を作っていただきたい。

方　向　性
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別記様式

１　事業名等

款 10

項 1

目 3

２　事業の概要

３　予算額・決算額

４　事業の実施状況

　

５　事業の評価

■ 適切に対応している

□ 概ね対応できている

□ ほとんど対応できていない

■ 十分に効果が得られている

□ ある程度の効果が得られている

□ 効果があまり得られていない

□ 期待した成果が得られている

■ 概ね期待した成果が得られている

□ 期待した成果があまり得られていない

事務事業点検・評価調書

事業名 スポーツ推進委員事業
所管課

・係

まなぶ課

まなぶ係

施策体系 ４　町民にウェルビーイング（健康で幸福な状態・良好で満足のいく状態）をもたら
す生涯学習・スポーツの好循環に向け環境を整えます。
（１４）　健康の維持とコミュニティの活性化につながる持続可能な生涯スポーツ環
境の整備
　１　町民による主体的健康づくりの推進

予
算
科
目

教育費

〔第2次西川町教
育振興基本計画〕

教育総務費

教育振興費

事業目的
町民の健康増進及び生涯スポーツの推進を図るため、スポーツ推進委員によるスポーツ活動の普及や各種
スポーツ事業への協力を行い、誰もが気軽にスポーツに親しむことができる環境づくりを推進する。

事業内容
スポーツ推進委員が地域や学校等へ出向き、軽スポーツや運動指導を行うとともに、体力・運動能力調査や
各種研修会への参加を通じて、町民のスポーツ活動の推進を図っている。

（単位：千円　千円未満切上げ）

必
要
性

社会情勢や町民のニーズの
変化に対応しているか

子どもから高齢者まで幅広い世代が気軽に参加
できる軽スポーツの普及や活動機会の確保に努
めており、町民の健康づくりや生涯スポーツへの
ニーズに適切に対応できている。

効
率
性

投入した経費に見合った効
果が得られているか
（費用対効果は適正か）

地域や学校等への出前教室、体力・運動能力調
査等を実施し、多世代のスポーツ活動への参加
機会の創出や健康づくりにつながっていることか
ら、費用対効果は適正である。

有
効
性

期待された成果は得られた
か

出前教室の実施により、スポーツに触れる機会
を提供するとともに、地域におけるスポーツ活動
の普及・推進につながっており、期待された成果
は概ね得られている。

評価の視点（評価項目） 評価

予算額 857 決算額

■町内ミニデイ、地区行事への出前教室　6回
■放課後子ども教室事業への出前教室　2回
■小学校カヌー教室指導、6年生つながる交流会でのサポート
■体力・運動能力調査
■各種研修会、研究大会への参加　等

857

評価の理由

備　考
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６　教育事務評価委員の意見

７　今後の対応等

□ 拡充 ■ 継続 □ 縮小 □ 見直し □ 休廃止

今後の対応

引き続き、地域や学校等への出前教室、軽スポーツを活用した健康増進活動を推進するとともに、スポーツ推進委
員の取組について積極的に広報し、町民への認知向上やスポーツ参加機会の拡大を図る。

・町民に対するより積極的な情報発信が必要ではないかと思われる。町民の健康増進のため、今後も幅広い活躍
に期待する。

・町民の健康増進と生涯スポーツの推進のため、様々な事業が実施されていることが分かりました。スポーツ推進
委員の方々のご尽力に感謝申し上げますと共に、推進委員の負担過多とならないよう支援をお願いします。

・スポーツ推進委員の負担や人員が足りているかなど気になるところですが、各事業は続けて欲しい。ボッチャやモ
ルック等老若男女ができる競技などだれでも参加できる健康促進とコミュニティ活性できるようなイベントなども面白
いと思う。

方　向　性
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７ 教育事務評価委員の意見（総括） 

・西川町の自然や文化等の豊かな環境を生かした様々な活動は、子どもたちの体と心

の育成にとって非常に重要であると感じています。様々な課題もあろうかと思いま

すが、事業の更なる充実と継続を期待しております。 

 

・西川町の特性を生かし、少子高齢化に対応しておられ、どの事業も今後が期待でき

る素晴らしいことだと感じた。これも、教育委員会としての役割を果たすべく、尽

力いただいているからだと思われ、感謝する。これからもより一層の取り組みに期

待する。 

 

・全体的には事業目的に即した活動が行われていると思います。個別にみれば人材の

確保や事業・イベント等の周知、参加率の向上等今後の課題もあるように感じます。 

 

 

 


